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8. 森本陽介，小柳 亮，関野元裕，神津 玲：補助人工心臓装着後に重度の骨格筋萎縮を呈して理学療法に難渋した

劇症型心筋炎の１例．日本集中治療医学会雑誌 23 Supplement: 837, 2016 

9. 猪熊孝実，井山慶大，上木智博，山野修平，田島吾郎，平尾朋仁，野崎義宏，山下和範，田崎 修：腹部疾患に対

する初期診断と初期治療 総合診療医の役割 当院における腹部疾患に対する初期診療医の現状と問題点．日本腹部

救急医学会雑誌 36 (2): 338, 2016 

10. 田代 美由紀，猪熊孝実，井山慶大，上木智博，山野修平，田島吾郎，平尾朋仁，野崎義宏，山下和範，大野慎一郎，

曽山明彦，北里 周，日高匡章，黒木 保，江口 晋，田崎 修：脾温存膵体尾部切除術（Warshaw 術）を行った

膵損傷（3b）の 1 例．日本腹部救急医学会雑誌 36 (2): 380, 2016 

11. 山下和範，松園幸雄，久城正紀，南島友和，山根晴一，渡邉暁洋，山内延貴，涌島伴之助：訓練におけるロジ拠点、

ロジステーションでの活動 業務調整員以外のロジ力(りょく)養成を考える．Japanese Journal of Disaster Medicine 20 
(3): 497, 2016 

12. 水谷和郎，栗栖 茂，山下和範，高松学文：阪神淡路大震災における病院映像と災害エスノグラフィーの活用 単

なる資料に留めないために．Japanese Journal of Disaster Medicine 20 (3): 536, 2016 

13. 山下和範，宮田佳之，長谷敦子：発電機からの送電が遅れた落雷の 1 事例．Japanese Journal of Disaster Medicine 20 (3): 
546, 2016 

14. 猪熊孝実，井山慶大，上木智博，山野修平，田島吾郎，平尾朋仁，野崎義宏，山下和範，井上悠介，曽山明彦，黒

木 保，三浦 崇，谷川和好，江口 晋，田崎 修：肝損傷、横隔膜損傷からの出血が流入して心嚢液貯留となっ

た前胸部刺創の 1 例．日本外傷学会雑誌 30 (2): 241, 2016 

15. 龍 恵美，北條美能留：緩和ケアにおけるポリファーマシーについて考える 緩和ケアにおけるポリファーマシー

薬剤師の視点から ．Palliative Care Research 11 Suppl.: S226, 2016 

16. 中嶋由紀子，森下 暁，永石恵美，石井浩二，北條美能留，芦澤和人：看護師による「がん患者指導管理料 2」の

算定と緩和ケアの提供 がん患者家族の苦痛緩和を目指して．Palliative Care Research 11 Suppl.: S229, 2016 

17. 石井 瞬，夏迫歩美，福島卓矢，北條美能留，石井浩二，中嶋由紀子，永石恵美，森下 暁，龍 恵美，芦澤和人，

中野治郎：不安・抑うつのあるがん患者に対するリハビリテーションと緩和ケアチーム同時介入の効果．Palliative 
Care Research 11 Suppl.: S291, 2016 

18. 石井浩二，森下 暁，永石恵美，宗像千恵，松尾久美，池田津奈子，中嶋由紀子，龍 恵美，木下裕久，北條美能

留，原 哲也：悪性腸腰筋症候群における病変部位による鎮痛薬必要量の違い．Palliative Care Research 11 Suppl.: S330, 
2016 

19. 宮永 圭，石井浩二，龍 恵美，永石恵美，岸川礼子，橋詰淳哉，中村忠博，原 哲也，北條美能留，佐々木 均：

メサドンとアプレピタントの併用で QT 延長を認めた１例．Palliative Care Research 11 Suppl.: S388, 2016 

20. 山下裕美，貫間知美，森下 暁，永石恵美，中嶋由紀子，石井 瞬，龍 恵美，木下裕久，石井浩二，北條美能留，

朝比奈 泉：緩和ケアセンターにおける歯科領域の問題点と今後の課題．Palliative Care Research 11 Suppl.: S486, 2016 

21. 境 徹也：ペインクリニシャンの過剰な優しさ 〜疼痛行動への対応〜．日本ペインクリニック学会誌 23 (3): 336, 
2016 
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22. 松島加代子，渡邊 毅，古賀智裕，小畑陽子，宮本俊之，長谷敦子，濱田久之：長崎大学病院における研修医メン

ター制度の５年間報告．医学教育 47 Suppl.: 125, 2016 

23. 松島加代子，渡邊 毅，古賀智裕，小畑陽子，増崎雅子，川口 哲，宮本俊之，長谷敦子，濱田久之：長崎大学病

院における漢方教育に対する研修医ニーズの検討．医学教育 47 Suppl.: 135, 2016 

24. 古賀智裕，濱田久之，小畑陽子，松島加代子，長谷敦子，神白麻衣子，宮本俊之，渡邊 毅：指導医講習会におけ

る指導医に対する OSTE による評価の妥当性に関する解析．医学教育 47 Suppl.: 175, 2016 

25. 長谷敦子，小畑陽子，松島加代子，花井寿々子，濱田久之：指導医評価アンケートのコメントからみた、研修医の

求める地域基盤型救急医療教育．医学教育 47 Suppl.: 183, 2016 

26. 小畑陽子，濱田久之，古賀智裕，渡邊 毅，松島加代子，宮本俊之，長谷敦子：彼らは新・専門医制度に何を望ん

でいるのか？．医学教育 47 Suppl.: 198, 2016 

27. 井上陽香，一ノ宮大雅，石﨑泰令，柴田伊津子，吉富 修，原 哲也：体外式左心補助人工心臓装着術と同時に開

腹胆嚢摘出術を施行した１例．Cardiovascular Anesthesia 20 Suppl.: 295, 2016 

28. 猪熊孝実，上木智博，山野修平，田島吾郎，平尾朋仁，野崎義宏，山下和範，田崎 修：当院における現場から直

接搬送された症例に対する acute care surgery のあり方．Japanese Journal of Acute Care Surgery 6 (2): 194, 2016 

29. 村田寛明：超音波ガイド下神経ブロックの効率的習得法．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S155, 2016 

30. 荒木 寛，西岡健治，荒木博子，趙 成三，原 哲也，澄川耕二：声門マーカーを指標とした気管チューブ固定の

問題点．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S165, 2016 

31. 境 徹也：慢性痛における強オピオイド鎮痛薬の効果と精神依存 〜当科におけるフェンタニル貼付剤の使用経験

〜．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S215, 2016 

32. 村田寛明：区域麻酔領域の最新臨床研究から考える次世代の周術期疼痛管理．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S224, 2016 

33. 井上菜穂子，金子翔平，島崎綾子，鈴村未来，横山明弘，河西佑介，一ノ宮大雅，原 哲也：心臓手術において麻

酔導入法が循環変動に与える影響に関する後方視的検討．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S281, 2016 

34. 吉﨑真依，寺島 歩，一ノ宮大雅，村田寛明，前川拓治，原 哲也：術中アセトアミノフェン投与が腹腔鏡下下部

消化管手術後のシバリング発生率に与える影響の検討．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S288, 2016 

35. 山下春奈，一ノ宮大雅，岩崎直也，田中達士，横山明弘，原 哲也：修正型電気痙攣療法における痙攣誘発困難に

対しレミフェンタニルによる誘発閾値の低下が有用であった１症例．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S304, 2016 

36. 鈴村未来，吉田 操，一ノ宮大雅，井上菜穂子，岩崎直也，寺島 歩，田中達士，原 哲也：下部食道癌切除術中

にショックを呈した一例．日本臨床麻酔学会誌 36(6): S353, 2016 

37. 樋田久美子，境 徹也，原 哲也：手指関節腫脹と痛みのために当科紹介となり成人発症 Still 病の診断に至った一

例．日本臨床麻酔学会誌 36 (6): S385, 2016 

38. 山下和範，田崎 修，長谷敦子，原 哲也：当院における災害医療従事者を増やす取組 −新入職者対象災害医療セ

ミナーを振り返って−．蘇生 35 (3): 197, 2016 

39. 原 哲也，山下和範，長谷敦子：上大静脈損傷による出血性ショックから後遺症なく回復した胸腔鏡下肺切除術の

一例．蘇生 35 (3): 205, 2016 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 3 1 15 55 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

原 哲也・教授 副会長 日本尊厳死協会：九州支部・ながさき 

原 哲也・教授 代議員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 学術集会循環 WGメンバー 日本麻酔科学会 
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原 哲也・教授 専門医試験委員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 学術誌査読員 日本麻酔科学会 

原 哲也・教授 評議員 日本臨床麻酔学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本臨床麻酔学会 

原 哲也・教授 理事 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・教授 評議員 日本ペインクリニック学会 

原 哲也・教授 学術誌査読委員 日本ペインクリニック学会 

原 哲也・教授 九州支部評議員 日本集中治療医学会 

原 哲也・教授 評議員 日本神経麻酔集中治療学会 

原 哲也・教授 評議員 日本循環制御医学会 

原 哲也・教授 学術委員会副委員長 日本蘇生学会 

原 哲也・教授 Abstract reviewer International Anesthesia Research Society 

原 哲也・教授 委員 長崎県移植医療推進協議会 

原 哲也・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会 

原 哲也・教授 運営指導委員 長崎南高等学校 SSH運営委員会 

長谷敦子・教授 理事 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 評議委員 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 心肺蘇生法普及委員会 委員長 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 評議員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 女性医師参画推進特別委員会 委員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 評議員 九州救急医学会 

長谷敦子・教授 選挙代議員 日本医学教育学会 

長谷敦子・教授 救急 ICUワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会 

長谷敦子・教授 男女共同参画推進委員会 委員 全国医学部長病院長会議 

長谷敦子・教授 各区域地域医療構想調整会議 委員 長崎県 

前川拓治・准教授 循環ワーキンググループサテライトメンバー 日本麻酔科学会 

前川拓治・准教授 委員 全国国立大学病院手術部会議 

境 徹也・准教授 評議員 日本ペインクリニック学会 

境 徹也・准教授 世話人 日本疼痛漢方研究会 

境 徹也・准教授 世話人 エピドラスコピー研究会 

境 徹也・准教授 世話人 
ペインクリニック・インターベンショナル治

療研究会 

境 徹也・准教授 幹事 日本胸腔鏡下交感神経遮断研究会 

境 徹也・准教授 
ペイン・緩和ワーキンググループサテライトメ

ンバー 
日本麻酔科学会 

境 徹也・准教授 
神経障害性疼痛薬物治療ガイドライン改訂版作

成委員 
日本ペインクリニック学会 

境 徹也・准教授 
非がん性慢性疼痛に対するオピオイド鎮痛薬処

方ガイドライン改訂版作成委員 
日本ペインクリニック学会 

境 徹也・准教授 査読委員 Journal of Clinical Anesthesia 

境 徹也・准教授 査読委員 Pain Medicine 
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山下和範・准教授 評議員 日本集団災害医学会 

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会 

山下和範・准教授 委員 長崎市メディカルコントロール委員会 

村田寛明・准教授 査読委員 Korean Journal of Anesthesiology 

村田寛明・准教授 査読委員 BioMed Research International 

村田寛明・准教授 世話人 九州超音波麻酔アカデミー 

村田寛明・准教授 世話人 末梢神経ブロック教育研究会 

村田寛明・准教授 ワーキンググループメンバー 
三学会合同「抗血栓療法中の区域麻酔・神経

ブロックガイドライン」作成 WG 

村田寛明・准教授 教育インストラクター（神経ブロック） 日本臨床麻酔学会 

北條美能留・講師 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会 委員 長崎県 

北條美能留・講師 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会緩和ケ

ア委員会 委員 

長崎県 

北條美能留・講師 質の高い看護師育成事業（がん分野） 長崎県 

北條美能留・講師 代議員 日本緩和医療学会 

北條美能留・講師 学術集会運営専門部会サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

北條美能留・講師 長崎県緩和ケア研修会 企画責任者 長崎県 

吉富 修・講師 循環ワーキンググループサテライトメンバー  日本麻酔学会 

関野元裕・講師 
ARDS 診療ガイドライン作成委員会システマティ

ックレビュー作成委員 
日本呼吸療法医学会/日本集中治療医学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

原 哲也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

高血糖における心筋保護戦略の開発 

村田寛明・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

二量体化オピオイド受容体の多様性に立脚

したオピオイド鎮痛法確立とその最適化 

吉富 修・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

バランス麻酔の虚血心筋保護戦 

－心肺蘇生モデルによる検討－ 

関野元裕・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

敗血症性ショックと小腸粘膜障害 

－新規治療ターゲットとしての基盤確立－ 

柴田伊津子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

心筋虚血再灌流障害に対する GLP-1 受容体

の役割と心筋保護戦略 

稲冨千亜紀・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

高濃度酸素吸入が幹細胞の動員と臓器虚血

再灌流障害に与える影響 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

長谷敦子・教授 非常勤講師（救急科教育） 長崎県消防学校 

長谷敦子・教授 非常勤講師（救急医学） 長崎大学医学部医学科 

境 徹也・准教授 非常勤講師（口腔顔面疼痛学） 長崎大学歯学部 
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関野元裕・講師 非常勤講師（歯科麻酔学） 長崎大学歯学部 

関野元裕・講師 非常勤講師（救急看護認定看護師教育過程） 日本赤十字九州国際看護大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前川拓治・准教授 新施設紹介 長崎新聞 他 2016.5.31 手術室、ICUが増強され、ヘリポートが

新設された長崎大学病院中央診療棟の

紹介 

 

○特筆すべき事項 
① 長谷敦子・教授：長崎県医師会 第 22回スポーツ医学実技研修会日本医師会認定健康スポーツ医学再研修会 講師 
② 長谷敦子・教授：長崎記念病院 BLS講演 
③ 境 徹也・准教授：南高医師会 講演「疼痛と漢方」 
④ 境 徹也・准教授：上十三医師会（青森） 講演「痛みに対する薬物療法〜その病態に応じた選択肢〜」 
 


